
市 の 概 要 
 

 

 

１ 地勢 

 本市は、石川県のほぼ中央、加賀平野の東部に位置し、北部から東部にかけては県庁所在地 

である金沢市に、西部から南部にかけては白山市に隣接し、肥沃な土地と良質な地下水に恵ま 

れた手取川扇状地にあります。 

 近年は、旧市街地に加え、土地区画整理事業などによる新市街地が国道沿いや、本市南部、

北西部で形成され、市中央部には、行政、経済、文化、交流等の機能が集積しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 歴史 
 約 3,700 年～約 2,500 年前の大集落跡である「国指定史跡 御経塚遺跡」や、白鳳時代の大寺

院跡である「国指定史跡 末松廃寺跡」が残されており、このことははるか原始、古代から人々の

生活と開発が進んだ地域であったことを物語っています。 

室町時代には、地元の武士団である富樫氏の勢力が強まり、加賀
か が の

国
く に

の守護となった富樫氏は

野々市に守護所を設けました。戦国時代前半まで、野々市は加賀の政治、経済、文化の中心地

として栄えました。 

 旧北国街道が通る本町地区は、江戸時代には宿場町として栄え、現在でも国指定重要文化財

である喜多家住宅や、市指定文化財である旧魚住家、水毛生家といった由緒ある建物が残って

います。 

また、古くから郷土に伝わる“じょんから踊り”は“野々市じょんからまつり”として現在に受け継が 

れ、ほかにも虫送りや野菜みこし、獅子舞などの伝統行事が受け継がれています。 

現代では、昭和 30 年～昭和 32 年にかけて、野々市町、富奥村、郷村の一部、旧押野村の一 

部が合併し現在の市域が形成されました。 

 

 



 

 

 
 

３ 市章（昭和 35 年６月 15 日制定） 

旧野々市町、富奥村の合併５周年を記念して制定されました。 

ひらがなで「のの」を組み合わせ分銅を形成し、 

市の融和発展を象徴した簡潔清爽な意匠となっています。 
 

 

 

 

４ 市の花木（昭和 49 年６月 19 日選定） 

ツバキ 

本市の名称を冠した「野々市」という、白に 

うすい朱鷺色がかかった美しい品種があります。 
 
 

 

 

５ 市庁舎（平成 17 年１月より現庁舎） 

平成 16 年 12 月、住民同士のコミュニケーションをより生み出せるようにと、地域のふれあいを 

大切に考えて造られました。 

市民・議会・行政がそれぞれ向き合うことをイメージしたコの字型の庁舎は、さまざまな場面にお

いてだれもが利用しやすいように工夫されており、新しい交流・新しいまちづくりを生みだす場所と 

して活躍していきます。 
 

 

 

構造 
地下１階地上３階建

RC造＋SRC造一部 S造

敷地面積 

23,750 ㎡ 

（地下式雨水調整池

3,750 ㎡を含む） 

建築面積 6160.34 ㎡ 

延床面積 14174.35 ㎡ 

 

 

 

 

 

６ 野々市市キャラクター「のっティ」 
 平成 15 年に運行開始したコミュニティバスに 

採用されたキャラクターは、平成 22 年２月に野々市市の 

公式キャラクターとなりました。 
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